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我々は、何を求めて指導している？

子どもの笑顔（喜び）

出来た嬉しさ

勝った嬉しさ



我々は、今、何を目指すべきか？

2020 TOKYO×
2015 KYOTO△
2020～ＪＡＰＡＮ◎



我々は、今、何を目指すべきか？

◎２０２０年以後の
日本のハンドボール



2015 小学校４年生（10歳）

2020 中学校３年生（15歳）

2025 大学２年生 （20歳）



2020 中学校３年生（15歳）

2025 大学２年生 （20歳）

2015 京都全国大会のゲーム様相は多少変わる

（あまり変わらないことも想定される）



2025 大学２年生 （20歳）

2015 京都全国大会のゲーム様相は多少変わる

（あまり変わらないことも想定される）

2020 ＪＯＣ全国大会のゲーム戦術が大きく変わる

（少なくとも個人判断能力は格段にアップ）



2015 京都全国大会のゲーム様相は多少変わる

（あまり変わらないことも想定される）

2020 ＪＯＣ全国大会のゲーム戦術が大きく変わる

（少なくとも個人判断能力は格段にアップ）

2025 日本代表の基礎能力（個人技術･戦術理解力

･思考判断力）が2015とは比較できないほど

高くなっている



２０１５
U-12ゲーム様式

今、なぜ？



なぜ 変えるのか

日本が世界で勝つためには
判断力・想像力

トータルモビリティー
（総合的機動力）

ヨーロッパでの育成法

少年期のトレーニング

判断力総合的機動力

練習：ゲーム的要素をふんだんに取り入れた練習 大会：練習成果を確認する大会

全国大会のゲーム様式を変える ＝ 普段の練習方法を変える



ゲームの発達段階









個人の感覚的なプレーが
特徴的な原型的ゲーム

機動性に富んだ
柔軟なゲーム

多様で応用力のある
組織的ゲーム

十分な体験

ゲームの発達段階

U-12意図的なプレーによる
判断力が伴うゲーム

Uー12年代

１：１，２：２，３：３
のコンビネーション

Uー１３～１５年代 Uー１６年代～

だんご型 飛び出し型 半ゾーン型

システム型ゾーン型





我々は、何を求めて指導している？

子どもの笑顔（喜び）

出来た嬉しさ

勝った嬉しさ



我々は、何を求めて指導している？

子どもの笑顔（喜び）

いま、出来た嬉しさ

いま、勝った嬉しさ



我々は、何を求めて指導している？

子どもの笑顔（喜び）

将来、出来る嬉しさ

将来、勝てる嬉しさ



ハンガリーにおけるハンドボールの
一貫指導プログラム



間断のない攻防の切り替えに
対処できる身体さばき

動きながらの的確な判断・正確な技術

求められる選手像

小学生段階で身につけさせたい要素とプレースキル

走・跳・投そろった運動能力 仲間との連携判断力・創造力

正確なパスキャッチ

広がりや奥行きの感覚

フットワーク（多様な足さばき）

的確で速い状況把握と判断力



ゲーム様式

10・(5)・10・(5)・10分 三セット シャトルラン（実質24メートル反復走）

キーパースローからのスタート 間断の無い攻防

視野の広さ、動きながらの正確な技術

オープンディフェスの採用 ボールを奪って攻める

個の力を高める（防御力ともに攻撃力も）

積極的な防御

防御とは、ボールを獲得するために行う



基 本 的 な Ｄ Ｆ

基 本 的 な Ｏ Ｆ

足を使った
ＯｐｅｎＤＦの徹底

空いているところ
を攻める習慣付け

空けたところ
を攻める習慣付け

丁
寧
な
ジ
ャ
ッ
ジ

新ルールのねらい



オープンＤＦ導入のための練習法

日本ハンドボール協会指導委員会



オープンＤＦ導入のための練習法

•ＮＴＳ２００４ジュニアハンドボールの基本Ｕｰ１２

•ＮＴＳ２００６ジュニアハンドボールの基本Ｕｰ１２

•ＮＴＳ２００９個人スキルトレーニング金･銀･銅Ｕｰ１２

•２０１４トップコーチセミナー東京会場（フェルドマン）

•２０１５トップコーチセミナー（モチャイ）

日本ハンドボール協会指導委員会



ＮＴＳ２００９個人スキルトレーニング金銀銅


